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座 標 一 覧 表

点　名 X 座 標 Y 座 標 備　考

(記載事項）

①作成者の記名・押印

②実測年月日

③資格登録番号

④方位

⑤縮尺

⑥トータルステーションのメーカー名

(※）作図の注意点

・図面の縮尺は、原則、A３サイズに収まる程度とする

・実測データは縮尺係数の補正をする前の生データとする

・申請地と道路敷地との境界点をP点とし、P点間の距離を記載し朱線にする

・P点以外の道路境界点及び引照点はS点する

・引照点(マンホールの刻み、汚水桝の刻みなど）はひとつの

道路の曲がり点に対して、２方向以上とれるようにする

・申請地及び申請地の両隣、向かい側の地番を記載する

・トラバー点は T 点として記載する
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